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協同的な学びにおける探究のデザイン 
－ 体育における探究の学びづくり － 
 
学習開発分野（16220920）山 川 哲 也 
 
本稿では，ヴィゴツキーの「回り道」の概念に依拠して，体育の中で出てくる言葉を生か
しながら協同的かつ探究的な学びにしていくためのデザインを検討し，他の教科にもつな
げていくことを目的とした。その結果，体育における探究の質を考慮するために運動の中
心的なおもしろさに触れられるような課題を設定すること，こつを創るときには対象や自
分で試す機会が必要であることが明らかになった。また，練習の積み重ねとは，ただ同じ
行為を繰り返すことではなく，体感からこつを探っていくことだと考察された。 
 
［キーワード］ 協同的な学び，回り道，運動の中心的なおもしろさ，身体知，わざの形成 
 
１ はじめに 
(1)本研究の主題 
 本研究の主題は，協同的な学びにおいて探究を
デザインしていくときの，実践上の課題と方略を
見出していくことにある。 
 昨年度，「できた」で終わってしまう子や，「先
生，先生」と先生に訊いて答えを見つけて終わら
そうとする子ども達と出会った。そこで，直接解
決できない課題（直感的な反応で解決できない課
題）を与え，ペアやグループにして宛先を友達に
させるという，２つのことをやってみた。 
すると，「できた」で終わってしまっていた子ど
もや，「先生，先生」と先生に訊いて答えを見つけ
て終わらそうとする子どもが，「人とやるといいん
だな」や「意外と算数の内容っておもしろいんだ
な」というところにいくかもしれないということ
がわかってきた（山川，2017）。ただ，協同的な学
びをしようとしてみたものの，コミュニケーショ
ンは発生するが探究にはならなかった。 
 そこで，今年度教室に戻って１年生を担任した
ときに，他者とかかわる中で探究させようとした
が，なかなか話してくれないために，他者とつな
がることも難しい現状に直面した。 
 しかし，体育で授業をしてみると，そこに関係
が生まれた。体育で動きを伴ってなら，言葉が出
てきた。 
 同時に，体育というものでやってみようとする
と，うまくいかないことも出てきた。学年全体で
学習カードを使い，雲梯・タイヤ跳び・登り棒・
鉄棒ができたら教師から「めあて学習カード」に
シールをもらうことにより，体育の学習活動を構
想していた。ペアでできるようにさせると，何か
を伝えようとはするものの，できたつもりになる
とシールを貼って終わり，ペアの関係や言葉のや
りとりが途切れてしまっていた。そこで，その中
で子ども達からの体育の中で出てくる言葉を生か
しながら，協同的で探究的な学びにしていくため
に，まず体育の中で他の教科にもつながっていく
ヒントを探していくことにした。 
(2)研究の方法 
 この主題を明らかにするために，３つの課題を
設定した。１つ目は，体育における探究をどう実
現するかという先行研究を整理することである。
２つ目に，言葉と身体をどうつなげていくかとい
う先行研究を整理することである。３つ目に，そ
の整理に基づいて，協同的な学びにおいて探究を
デザインしていくときの課題と方略を検討するこ
とである。 
 研究対象は，勤務校で担任している上山市内の
A小学校１年生，および教職専門実習Ⅲで 20日間
配属され授業を行った山形市内 B小学校２年生で
ある。エピソード３のみ B小学校の２年生であり，
他のエピソードは全て筆者の担任する A小学校の
１年生である。授業者は全て筆者であり，以下の
事例で取り上げる子どもの名前は全て仮名である。 
 
２ 先行研究の検討 
(1)「回り道」 
 ヴィゴツキー(2006)は，学びの過程の質が高ま
っていくときには，学習者が直接解決できない状
況に出会うということと，今までと異なる方法を
探ることが必要であると述べている。 
直接解決できない状況をつくり出す課題に出会
って，これまでと異なる方法をたどることで，思
考を伴った活動になるのである。こうした探索活
動を，ヴィゴツキーは「回り道」と呼んでいる。
一人で「できた」と思って終わってしまうことが
多いので，直接解決できないように協力してでき
るようになって欲しいということを，意図的に提
示してみた。 
(2)体育における探究 
 ただ困難な状況に立たせるだけでなく，教科の
本質に沿った「回り道」を実現させるために，体
育における探究の質を考慮する必要がある。 
 岡野・佐藤(2015)は，体育の探究において「運
動の中心的なおもしろさに触れること（文化的な
価値への参加）」「わざ（身体技法）の形成」「他者
とともに試すこと」の３つが大事だと述べている。
運動の中心的なおもしろさは，その運動が文化的・
歴史的に構成してきたものである。わざとは，そ
の運動の中心的なおもしろさをつくり出す運動の
最小単位（身体の経験）である。 
 課題を設定するときには，他者とともに試すだ
けではなく，運動の中心的なおもしろさとわざの
形成というところにも焦点を当てる必要がある。 
(3)言葉と身体 
 わざの形成は，ただ他者とともにコミュニケー
ションを通してわざを試していれば成立するもの
ではない。わざの形成特有の体と言葉の関係があ
る。諏訪(2016)によると，体感をこつという形の
言葉の表現と身体での実践を往復する中で，身体
知の学びは進んでいくのである。言葉だけでこつ
を考えることと，身体だけで覚えるということが
切り離されて考えられることが多いが，そこをど
うつなぐかということが大切なのである。 
 
３ 課題設定で必要なこと 
(1)自然と引き出されたこつを伝える活動 
 体育でやってみて言葉というものが生まれかけ
ていたものの，自分が「できた」で終わってしま
う状況であった。そこで，体育のタイヤ跳びの１
教時目では，「ペアで協力してできるようになろう」
という課題を与え，「回り道」を探らせる機会をつ
くった。「ペアで協力して，どちらもタイヤ跳びが
できるようになろう」と授業者である筆者が伝え，
ペアでタイヤ跳びの練習に入った場面である。 
 
【エピソード１】2017.６.９ 
 ２人ともタイヤの縦跳びができなかったマサ君とマ
リさんのペアは，小さいタイヤを選んで練習していた。 
２人で交互に跳んでいると，マサ君はお尻をぶつける
ことなく縦跳びができた。マサ君は，ペアのマリさんに
「手をここにつくといいんだよ」とタイヤにまたがって
手をついて伝えた。それを食い入るように見ていたマリ
さんは何度も縦跳びを試みる。しかし，お尻がタイヤに
ぶつかってしまい，なかなか成功しない。 
そのとき，マサ君は「他の人にも教えてきていい？」
と尋ねてきが，ペアで協力してどちらも跳べるようにさ
せた。 
すると，マサ君はマリさんのところに戻って，マリさ
んと交互にタイヤの縦跳びをし始めた。何回も跳んでい
るうちに，マリさんは斜めから跳んで片足だけをまたぐ
ようになってきた。さらにマリさんはマサ君と交互に跳
んでいると，ついにタイヤの縦跳びでお尻もぶつからず
に跳びことができた。 
 タイヤ跳びをできるようにペアで協力させてみ
ると，マサ君とマリさんの間にコミュニケーショ
ンが生まれた。そのコミュニケーションの中心に
「手をここにつくといいんだよ」という言葉や，
交互に跳びながら動きでこつを探る活動があった。 
 人と一緒に試すという中にこつを探るという活
動が埋め込まれていて，「ペアで協力してできるよ
うになろう」ということには，言葉と体感を結び
つけるという点で意味のあったことが見えてきた。 
(2)ペアでこつを伝え合わせてみる 
 そこで，２教時目では「ペアでこつを伝え合っ
て協力してできるようになろう」という課題を与
え，意識してこつを探すことをさせてみた。 
【エピソード２】2017.６.27 
 コウ君とカナさんは，２人ともタイヤに乗ることはで
きるが，なかなか跳び越すことができないでいた。 
 ４分ほどすると，２人は手をつく場所を２人で探って
いた。交互に跳び始めると，コウ君は「できそうだった
のに！」と大きな声をあげた。さらに交互に跳び続ける
と，今度はお尻をのけぞらせるように空中で体勢を変
え，タイヤに触れることなく跳び越した。コウ君は，「で
きた！」とペアのカナさんのほうをふり返り，２人は笑
顔で見つめ合った。 
 コウ君が「あのー，ここらへんかも」と授業の最初の
頃よりももっとタイヤの奥の方を手で触って，手をつく
位置をカナさんに伝えようとしていた。カナさんは，そ
の様子を身を乗り出して見て，取り入れようとする。 
 もう少しでできそうなカナさんの姿に，筆者がコウ君
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に何か言葉を創るように促すと，「ここに手をついて，
思いっきりジャンプをして……」とカナさんに伝え始め
た。すると，カナさんは，お尻がちょっとだけタイヤに
ついてしまう状態で跳び越すようになってきた。 
続けて交互に跳んでいると，ついにカナさんが空中で
お尻を前に押し出すようにしてタイヤを跳び越し，「で
きた！」と大きな声をあげた。別のところを見ていたコ
ウ君は，その声に驚き，カナさんが本当に跳べるのかを
見守り始めた。そして，カナさんが跳べたのを確認した。
タイヤを跳んで見せるカナさんに，筆者が「こつ」を語
らせると，カナさんは「ここを……」と言いながらタイ
ヤの奥の方を手で触った。コウ君は「ジャンプ力？ ジ
ャンプ力？」としきりに言い，「ここらへんを持って，
こうやって思いっきりジャンプする」とコウ君自身も跳
んで見せた。 
 コウ君やカナさんは，タイヤを跳ぶことを目指
せば目指すほど，手をつく位置にこだわったり，
ためてからジャンプしたり，空中でお尻をのけぞ
らせたりして，空中でのふわっという浮遊感を楽
しむようになった。できたやできないに関係なく
その感覚を味わうために，２人は繰り返し交互に
跳び，そのペースも早くなっていった。 
 このペースの早まりは，タイヤ跳びの運動（跳
び箱運動）の中心的なおもしろさとかかわりがあ
る。加納・岡野(2013)によれば，跳び箱遊び（運
動）の運動の中心的なおもしろさとは，第二空中
局面における体勢変化にあると述べている。 
 タイヤ跳びの場の設定には，跳び箱遊び（運動）
につながる運動の中心的なおもしろさに触れる要
素が入っていた。そこまで意図したわけではなか
ったが，そういうことが埋め込まれていたからこ
そ，コウ君やカナさん，他の子ども達が浮遊感を
楽しみながらどんどん跳ぶペースを上げていった
のである。 
 こつを伝え合うだけではなく，今回のタイヤ跳
びの活動のように，運動の中心的なおもしろさに
触れられるような課題を設定する必要があること
が見えてきた。 
 
４ こつの伝え合いが雜になっているという発見 
 そこで，実習Ⅲでは，運動の中心的なおもしろ
さに触れられるように課題を設定して実践してみ
ることにした。跳び箱遊び（運動）の中心的なお
もしろさに触れられるよう「ペアでこつを伝え合
ってピタッと止まれるかな」という課題に取り組
んだ場面である。 
【エピソード３】2017.10.19 
 30 分 42 秒.ソウシ君とホタルさんペアは，ホタルさ
んが跳び終わってから，ジャンプの仕方についてこつを
探っていた。見ていたソウシ君が一方的にホタルさんに
伝えて，ホタルさんはうんうんと頷いていた。ソウシ君
が着地の様子を動きで表すと，ホタルさんも「なんかこ
うなりたいんだよね」とその場でジャンプして着地のこ
つを伝え始め，ソウシ君も「こう」と何度もジャンプし
てこつを探っていた。 
 筆者が「どういうこと？」と尋ねると，ホタルさんが
「両足で……」と話し始めたところで，ソウシ君が「こ
うやっちゃうから，こうやって」と動きを交えて説明し
始めた。筆者がホタルさんに「どう受け取った？」とさ
らに尋ねると，ホタルさんが「あのー」と言ったところ
でソウシ君が「片足で動きをつけて」と動きを見せなが
ら再び説明を始めた。そこで，ホタルさんの跳ぶ番が回
って来たためにこつの伝え合いが終わりホタルさんが
跳び箱を跳んだ。 
今度はソウシ君が跳んでみるが，着地のあと体が前に
流れてしまい，「あーれー」と首をかしげる。ホタルさ
んは「意外とイイ感じになってきた」と伝えた。それを
聴いてソウシ君は，「んじゃあ，あとは，あそこで前に
こうなんないで，止まれるかだよね」と伝えた。筆者が
「どうやったらいいんだろう？」と尋ねると，「前に体
重をかけないで，真ん中に，前に体重かけそうになった
ら後ろにやって，後ろ過ぎるとちょっと前にやれば，だ
いたい，大丈夫」と言い，そばのホタルさんは頷いた。 
筆者がホタルさんにどう聴いたか尋ねると，「今，イ
イ感じにできて，あとー，あの，真ん中に，あの，ちゃ
んとジャンプできて，あの，ズレない感じ」と答えた。 
筆者が「体重が何とかっていうのは，あんまり分かん
なかった？」とさらに尋ねると，「あ，体重かけて，前，
体重が前に，で，手に」と話しているところでホタルさ
んの順番が来た。 
筆者が「体重前にかけるの？」と最後に尋ねると，ホ
タルさんは「前にかけると，ダメ」と言って助走を始め，
着地とピタッと決めた。 
 筆者がこれまで自分のクラスで行ってきたこと
を実習Ⅲで他のクラスに持ち込んで跳び箱遊び
（運動）でやってみると，ソウシ君が自分の感じ
たこつを一方的に伝えていて，筆者が入らないと
ホタルさんが口を開く機会はあまりなかった。さ
らに，その言葉の中には指示語が多く含まれてい
た。こつを伝えてはくれるものの，それを共有で
きているかどうかは不確実なところがあった。そ
のこつの共有を確認しないまま，次の試技に入ろ
うしていたのである。そこで，筆者が指示語につ
いて質問してみると，ホタルさんからもより具体
的な話が出てきた。お互いにもっと「それってど
ういうこと？」と聴き合いながらこつを掴むよう
な場を設定する必要があることが見えてきた。 
 また，ソウシ君とホタルさんは，着地の仕方を
ジャンプするなどして試しながらこつを探してい
た。他のペアを見ても，ソウシ君とホタルさんの
ように動きを伴いながら伝えようとしているペア
もあるが，そうしていないペアは話して終わりと
いう状況であった。言葉だけではなくて，こうい
う感じということを試しながら，見せながら，こ
つを共有する場所が重要になることが見えてきた。
跳び箱遊び（運動）では，タイヤ跳びと違って目
の前にずっと対象があるわけではない。目の前に
対象があるようにする必要性も見えてきた。 
 
５ こつゾーンが引き出す体育の探究 
(1)動きで伝わるこつと練習を重ねることの意味 
 こつの言葉を創るときに，目の前に跳び箱とい
う対象，友達の動きなどの対象，自分で試す機会
の３つがないと，どこに着目するのかが明確にな
らなかったり，相手に伝わりづらかったりという
難しさが出てきた。そこで，筆者の担任するクラ
ス（山形市内 A小学校１年生）に戻って，跳び箱
運動の続きを行うときには，実際に跳ぶ跳び箱４
台の他に，跳び終わった後，ペアでこつを伝え合
うことを目的として跳び箱を８台準備し，その場
を「こつゾーン」として設定することとした。 
 
Figure１ 跳び箱遊びの空間デザイン 
 
 実習Ⅲの前に１教時目として踏み越し跳びだけ
を行っており，実習Ⅲから戻ってきて，２教時目
にまたぎ乗り・またぎ下り，３教時目に跳び乗り・
跳び下りを行った。本時は４教時目であり，前時
までのようにケンステップを着地地点に置き，教
室の座席のペア（異質）で「ペアでこつを伝え合
って，ピタッと止まれるかな」という課題で開脚
跳びに取り組んだ場面である。なお，こつを言葉
にするときは，見ていたほうから話し始めるとア
ドバイスで終わってしまいペアでのこつを創るこ
とにならないと感じたため，跳んだほうから話し
始めるようにさせた。 
【エピソード４】2017.11.14 
 ２分 20 秒，タキヒデ君とマイナさんペアは，タキヒ
デ君が開脚跳びで跳び越せたものの，勢い余って頭から
つっこんで転んでしまう。こつゾーンに移動したあと，
タキヒデ君は 15秒ほど言葉をつくれずにいたが，「こう
じゃなくて，もうちょっと，こう」と言って跳んでみせ
た。 
 筆者が，タキヒデ君の言う「こう」という指示語の意
味を見ていたマイナさんに尋ねると，「なんか，ここら
へんに手をつく……」と答えた。筆者がタキヒデ君に手
のつく場所かと確認すると，タキヒデ君はうなずいた。 
そこで，タキヒデ君に手のつく場所がどこかを尋ねる
と，「ここじゃなくて，ここ」と跳び箱に手をつきなが
ら示した。その後，マイナさんはまだ伝えたいことがあ
り，着手や高さの動作を示しながらタキヒデ君に伝え，
今度はマイナさんが跳ぶ順番になった。 
すると，マイナさんが跳んでみるも，跳び箱に座って
しまい，跳び越せなかった。２人は再びこつゾーンに移
動し，跳んだマイナさんからこつを言葉にし始めた。「あ
のー，さっきは，タキヒデ君言ったみたいに，さっきし
てくれみたいに……，まあ，さっきは半分だったけど…
…，もうちょっとここまで……」と跳び箱を触りながら
着手の場所を示した。 
そして，今度はタキヒデ君の番になった。５分 26秒，
このタキヒデ君とマイナさんのペアが創った「手をつく
場所」のこつを全体で共有し，材料として持ち帰らせた。 
７分 39 秒から，ペアでそのこつを試し始めた。８分
03秒，再び跳んだマイナさんは，その前とは異なり，お
尻がギリギリで跳び箱にあたって跳び越した。 
ただただ練習を繰り返すような環境をやめて，
跳び箱を置いてこつを伝え合わせたことにより，
下線部のように，最初はなかなか言葉をつくれな
かったタキヒデ君も，目の前にこつゾーンの跳び
箱があることで「こう」という指示語と動きでこ
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つを伝えていた。そして，それを見てペアである
マイナさんがタキヒデ君の代わりにこつを言葉に
することにつながっている。ペアでこつを伝え合
うときには，今回の跳び箱のような対象が目の前
にあることで，言葉にしにくいところを表現でき
たり，相手がそれを見て言いたいことを感じ取っ
て本人の代わりにこつを言葉にしたりという姿が
引き出される。 
 また，２人はできるようになるということを一
度置いておいて，こつがどこにあるのかを探って
いる。それにより，体育でわざに挑戦（トライ）
してできなかった（エラー）ときに，ひたすら練
習（トライ）を続けるという方法だけでなく，こ
つがどこにあるのかを探るということをしながら
繰り返すという体育の学びの可能性が見えてきた。
練習を積み重ねることの意味は，体感からこつを
探っていくことなのである。 
(2)試す時間の確保とペアでこつを探す良さ 
 跳び箱遊び（運動）でこつゾーンの有効性を感
じたため，マット遊びでもこつゾーンを設けて授
業を行った。 
 マット遊び（運動）の中心的なおもしろさは，
回転を推進することと制御することによって，ボ
ールのようになめらかに転がることである。例え
ば岡野(2004)は，マット遊びの運動の中心的なお
もしろさが「転がることのおもしろさ」だと明ら
かにし，加納(2017）は「推進」と「制御」である
ことを明らかにした。 
 そこで，今回の授業では，「なめらかに回る」と
いうことをマット遊びの運動の中心的なおもしろ
さととらえた。マット運動の１教時目，教室と同
じ異質で組まれたペアで，「ボールのように前転を
するこつを探そう」という課題で取り組んだ。ま
た，回転し始めの「推進」と回転終わりの「制御」
がより必要となるように，ロイター板をマットの
下に置いて，下り坂から始めて上り坂で終わると
いう場を設定した。こつゾーンは，空間デザイン
として，前転した後にそのまま移動できる進行方
向に位置させ，こつマットは下り坂と上り坂のど
ちらの場合でも伝えやすいように平面とした。な
お，エピソード４と同じように，ただのアドバイ
スにならないようにするため，前転した人から感
じたこつを言葉にしたあと，見ていたほうもこつ
を言葉にしてから，ペアのもう一方が前転をする
ということを繰り返させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure２ マット遊びの空間デザイン 
 
【エピソード５】2017.11.28 
 10分 35秒，ユウ君の『勢いをつけると回れるけど，
ボールみたいになめらかにできない』という困り感を，
全体で実際に見せてもらって共有したあと，ユウ君がど
うやったらボールみたいに回れるかのこつを探させた。 
 13 分 18 秒，リョウ君は，「足が上にいったところで
腰を伸ばしているから，そうしないようにすればいい」
とペアのカナさんとのこつ探しで見つけていた。そこ
で，これも全体で共有したあと，そのこつが自分にも当
てはまるかみんなに試す時間をとった。 
 16分 29秒，レイさんは，下りでなめらかに回り，足
の裏で接地することができた。ユウ君は，まだ頭が刺さ
るようにして回転していた。こつマットでは，レイさん
が「手をちゃんとついて，こう」と言って頭を丸めるよ
うにして前転をしてみせた。筆者が「こう」の意味を尋
ねると，レイさんは「頭をこう」と動きをやってみせ，
ユウ君も「頭のってっぺんを」と言って頭を床につけて
みせる。ユウ君もこつを伝えようと前転してみるが，ブ
リッジのようになってしまい，うまく回れない。レイさ
んが，「じゃあ，ここがちょっと離れてるから」と手と
足を近くにするように伝えかけたとき，ユウ君は「全身
まあるく」と言って前転をしてみると，さっきよりはな
めらかに前転ができた。 
 こつゾーンでこつの探し合いをさせたこのエピ
ソードでは，大きく２つの発見があった。 
 １つ目は，試しながら，見ながら，指摘し合い
ながら自分で試す時間の確保の重要性である。ユ
ウ君はリョウ君の「足が上にいったところで腰を
伸ばさない」というこつを試したものの，なめら
かな前転にはつながっていなかった。そんな中，
リョウ君のこつの言葉と，レイさんの前転の様子，
自分が前転をやってみての体感から試行錯誤を繰
り返す中で「全身まあるく」という自分なりのこ
つを創り出し，なめらかな前転につながった。や
りながら，見ながら，指摘しながら自分で試す時
間がしっかりと確保されていたことによって，友
達のこつを試し，ペアの前転を見て，自分なりに
体感に戻しながら試すことができ，自分なりのこ
つを創ってなめらかな前転ができたのである。 
 ２つ目は，ペアでこつを探る良さが見えてきた
ことである。諏訪(2016)の研究は，そもそも個人
がいかにしてわざを形成するかに着目しているた
め，協同的にわざの形成を探求する過程において
は，示唆する程度にとどまっている。しかし，今
回の実践では，一人だけでは気づけないこつを創
る材料を得られる可能性が見えてきた。 
 全体共有でのリョウ君のこつを自分で試したも
ののうまくいかず，ペアのレイさんとこつを伝え
合ったり，ペアのレイさんの動きを見たりするこ
とで，自分なりのこつを創ることができたのであ
る。ペアでこつを探ることにより，自分１人では
気づけないこつを創る材料を多く得られるという
利点がある。 
 
６ 触って伝えることが引き出す体育の探究 
(1)触ることで対象に出会うきっかけとなる 
 実践をしてきて，話せる子は自分のこつを伝え
ることができていたが，言葉によるコミュニケー
ションに抵抗のある子がなかなかこつを伝えられ
ないことが気にかかっていた。例えば，カナさん
は，教室においてペアで学習をしていても，あま
り一緒に話しながらやることができなかったり，
声を出して欲しい場面になってもなかなか声が出
てこなかったりということが多かった。 
 それが，対象が目の前にあってこつを試す時間
の保証されるこつゾーンを設定したことによって，
言葉によるコミュニケーションに抵抗のある子も，
動きを伴ってこつを伝えたり，こつを汲み取って
もらったりするようになってきていた。 
 しかし，実際にどの身体部位なのかや，感覚と
いうものを伝えきれないことが残っていた。そこ
で，こつを伝え合うときには，こつゾーンで言葉
や動きを伴うだけでなく，さらに実際にその身体
部位に触ってこつを伝え合うようにさせた。 
 次のエピソードは，後転の 1教時目である。後
転でも「ボールのように回るこつを探そう」と伝
え，動画で体操選手の後転を見てから，ペアでこ
つ探しに取り組んだ場面である。空間デザインは，
エピソード５の前転のときと同様である。 
【エピソード６】2017.12.８ 
 後転の見本動画視聴から２分 41 秒，ハノさんはこつ
ゾーンの平地で後転を試みると，回転初期から足を上方
向に伸ばしており，首でひっかかったまま途中で回転が
止まってしまう。 
 ７分 10 秒，ハノさんとカナさんペアはこつゾーンの
こつマットに移動した。カナさんはマットの横に座り，
ハノさんは「あのー，こつはー」と言って後転を始め，
「あんまり足を伸ばさないようにする」とカナさんに伝
えた。しかし，カナさんからは何も反応なく，２人は役
割を交代してカナさんが後転をしようと移動してしま
った。 
そこで，筆者が追いかけて行って「足を伸ばさないよ
うにって足のどこなのか触って教えて」と指示した。す
ると，ハノさんは「足の膝」と言ってカナさんの膝を触
った。そして，「っと，こういうふうに」と言ってハノさ
んがしゃがんで膝を抱えて丸くなると，カナさんもそれ
を真似して膝を触ってからしゃがんで膝を曲げて丸く
なった。 
 その直後の７分 59 秒，カナさんが下り坂で後転をや
ってみると，頭でひっかかって途中で回転は止まってし
まったが，膝はしっかりと曲げて，ハノさんのこつを意
識していた。そして，一度膝を伸ばして勢いをつけてか
ら回転し始めると，最後はまた膝を曲げて後ろに転がっ
た。 
 触ってこつを伝えてみることによって，どこの
身体部位なのか細かいところまで伝わるようにな
った。それにより，それまでは聴いたこつをただ
聞き流すだけだったカナさんが，真似をしてみる
という行動をとった。 
 こつが伝わらないときには，話せる子は「どう
いうこと？」と尋ねられるが，言葉によるコミュ
ニケーションに抵抗のあるカナさんのような子は，
今回の前半のようにただ聞き流すだけになってし
まう。動きだけでなく触ってこつを伝えるという
ことが，より相手の伝えたいこつを理解すること
につながった。触ってこつを伝えることが，注目
する身体部位を明確にして理解を助け，対象と出
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会うきっかけになるのである。 
(2)触ることで言葉が出てきた 
 次のエピソードは，エピソード６の４日後，後
転２教時目のエピソードである。 
【エピソード７】2017.12.12 
 課題提示から７分 39 秒，ハノさんは「ここの膝を」
と言って，自分の膝を触りながらこつをカナさんに伝え
始めた。「膝をこう」と言って抱え込み，身体を小さく
丸まって見せる。さらに，カナさんの両膝を触った後に
再び膝を抱え込んで身体を小さく丸めて「ここの膝をギ
ュって，思いっきりスピードを出して……」と伝えた。
カナさんはうなずき，２人は笑顔を見せた。 
 そして，カナさんもこつを伝え始めた。カナさんは，
ハノさんの膝を触りながら，「ここの足を，回るときに」
とまで話したところで，言葉では説明できなくなったよ
うで，実際に後転をし始めた。回転途中の頭がマットに
ついて勢いがなくなるところで膝を伸ばして回転して
見せ，「こうやって，回して」と伝えた。 
 筆者が「こうやって回してのこうって？」と尋ねると，
カナさんは太ももの前から膝にかけてを触りながら，
「足を，こうやるとき，伸ばして，そして」と言ってニ
ッコリした。ハノさんに意味がわかったか問うと，わか
ってなさそうだった。もう一度見るか尋ねると，ハノさ
んがうなずいたので，もう一度カナさんの後転を見てみ
た。今度は，ハノさんに伝わったか問うと，首を縦に振
った。ハノさんに「同じこつかやってみる？」と尋ねる
と，首を縦に振りながら後転をやってみせた。ハノさん
の後転では，回転で膝を伸ばして勢いよく回っていた。 
 エピソード２やエピソード６では，カナさんは
聴いていることが中心であったが，今回のエピソ
ード７では，自分からもこつを言葉で伝えるよう
になってきた。 
 言葉によるコミュニケーションに抵抗のあるカ
ナさんも，「動き」「触る」を伴ってならば，言葉
にしてこつを伝えようとしたことが興味深い。教
師は，何とか言葉にして話させようとしがちであ
るが，「動き」や「触る」を伴わせることによって，
考えを伝えようとするのである。 
 また，他者と一緒にこつを探るという活動が，
自分のこつ創りにも生きている。ハノさんは，エ
ピソード６の波線のように回転初期から足を上方
向に伸ばしてしまい，「推進」である勢いが出せず
回転できないでいた。その後，こつを探す中で「あ
んまり足を伸ばさない」というこつの言葉であっ
たが回転初期は身体を小さく丸めて，回転中盤に
足を進行方向に伸ばして勢いを出すこつを創り出
していた。一緒にこつを探していたカナさんは，
ハノさんのいう「あんまり足を伸ばさない」をや
ってみるも，勢いが出ずに回転が止まってしまっ
ていた。 
 しかし，エピソード７で「ボールのようになめ
らかに回る」というこつをハノさんと探す中で，
回転中盤で足を後方に伸ばすと最後まで回転でき
ることをつかみ，「ここの足を，回るときに」「足
を，こうやって伸ばして」というこつを創り出し
た。お互いの「足を伸ばす」「足を伸ばさない」と
いうことを，回転中のいつ行うかによって「推進」
につながる。相手のこつを聴き，相手とこつを探
ることで，その両方の意味に触れることができ，
自分のこつを創ることにつながった。他者とこつ
を探る良さは，エピソード５で述べた１人では気
づけないこつを創る材料を多く得られるというこ
とだけでなく，相手の試行錯誤が見えることや，
自分のこつと相手のこつの良さを生かすことで，
新たなこつを創ったりすることができることであ
る。他者とこつを探り合う経験は，自分でこつを
探る経験につながるのである。 
 
７ おわりに 
 本論文では，協同的な学びにおいて探究をデザ
インしていくときの，実践上の課題と方略を見出
していくために，体育における「回り道」に着目
してその過程を描き出してきた。 
 「ペアでできるようになる」ことを目指した活
動には，言葉と体感を往復しながらこつを探すと
いう活動が埋め込まれており，こつを伝え合うだ
けではなく運動の中心的なおもしろさに触れられ
るような課題を設定する必要があることが見えて
きた(エピソード１，エピソード２)。 
 それを他のクラスに持ち込んでやってみると，
こつを指示語などによって伝えようとするも伝え
方が不十分だったり，まだ相手にこつが伝わって
いないのに試技に移ってしまったりしていた。お
互いにもっと「それってどういうこと？」と聴き
合って試しながらこつを掴むような場を設定する
ことと，目の前に対象があるようにする必要性も
見えてきた（エピソード３）。 
 そこで，これまでに加えてこつゾーンを設定す
ることと，触らせてこつを伝えるということをや
ってみると，大きく４つのことが見えてきた。 
 １つ目は対象が目の前にあることで，こつが伝
わりやすくなるし，こつを伝えやすくなるという
ことである。言葉にしきれなくても「動き」や「触
る」ことからこつを相手に汲み取ってもらえるし，
言葉にして伝えるのに抵抗のある子も「動き」や
「触る」を伴ってならば伝えようとする（エピソ
ード４，エピソード６，エピソード７）。 
 ２つ目は，試しながら，見ながら，指摘し合い
ながら自分で試す時間の確保の重要性である。友
達のこつを試し，ペアの前転を見て，お互いに気
づいたことを指摘し合いながら，自分なりに体感
に戻しながら試し，自分なりのこつを創る（エピ
ソード５）。 
 ３つ目は，そもそもこつという身体知は個人内
の話ではあるものの，他者とこつを探る良さが見
えてきたことである。他者とこつを探ることで，
１人では気づけないこつを創る材料を多く得られ
るし，相手の試行錯誤が見えることや，自分のこ
つと相手のこつの良さを生かすことで，新たなこ
つを創り出すことができる。他者とこつを探り合
う活動が，自分のこつを探る活動につながるので
ある（エピソード５，エピソード７）。 
 ４つ目に，練習を積み重ねるということの意味
である。練習の積み重ねとはただ同じ行為を繰り
返すことではなく，試行錯誤の中で自分の体感か
らこつを探っていくことである(エピソード４)。 
 今後の課題としては，練習の積み重ねがただ同
じ行為を繰り返すことではなく，試行錯誤の中で
自分の体感からこつを探っていくものだというこ
とが見えてきたときに，他の教科での漢字練習や
計算練習のようなものも，ただやることを繰り返
すのではなく，字のどこにこだわりを持って書く
のかとか，計算のどこにこつがありそうなのかを
探していくということがどう学びにつながってい
くのかを検討していく必要がある。 
 また，体育においてこつを創っていく中で，も
っとできることは何なのか，ペアでこつ創りをし
ていくときに検討すべきことは何なのかについて
探っていくことが課題として挙げられる。 
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